
新村保育園のこいのぼり

　

こ
の
度
、公
民
館
長
に
就
任
し

ま
し
た
関
成
任
で
す
。新
村
公
民

館
は
市
内
公
民
館
の
な
か
で
も

傑
出
し
た
活
動
内
容
を
誇
っ
て

い
ま
す
。地
域
の
住
民
皆
様
や
幾

多
の
先
輩
方
が
築
か
れ
た
、こ
の

栄
え
あ
る
公
民
館
活
動
の
伝
統

を
守
り
、少
し
で
も
発
展
さ
せ
な

け
れ
ば
と
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
本
年
度
か
ら
、「
安
心
し

て
、い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
住
民
主
体
で

築
く
」こ
と
を
目
的
に「
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
こ
れ
ま
で
出
張

所
、公
民
館
、福
祉
ひ
ろ
ば
が
個

別
に
す
す
め
て
き
た
地
域
づ
く

り
の
機
能
を
更
に
一
体
化
さ
せ

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
支

援
す
る
拠
点
に
な
り
ま
す
。そ
の

な
か
で
、公
民
館
は
学
習
機
能
の

機
関
と
し
て
地
域
文
化
活
動
、生

涯
学
習
な
ど
を
通
じ
人
材
育
成

に
取
り
組
み
地
域
づ
く
り
を
一

体
と
な
り
支
援
し
ま
す
。地
域
の

皆
様
に
は
、今
ま
で
以
上
の
積
極

的
な
公
民
館
活
動
へ
の
参
加
で
、

住
み
よ
い「
新
村
」を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

４
年
間
公
民
館
を
お
預
か
り
し
、

そ
の
間
、大
変
多
く
の
皆
様
に
御
協

力
い
た
だ
き
、大
過
な
く
責
務
を
果

た
せ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

館
長
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
公

民
館
事
業
は
地
区
特
有
の
問
題
を

把
握
し
お
互
い
に
話
し
合
い
、学
び

合
い
、１
つ
１
つ
実
践
す
る
こ
と
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。少
子
高
齢
化

が
加
速
し
、益
々
公
民
館
、福
祉
ひ

ろ
ば
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。地
域
づ
く
り
を
み
ん
な
で
考

え
、取
り
組
む
時
だ
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

25
年
度
は
、
大
き
な
問
題
点
と

し
て
道
路
問
題
が
で
て
ま
い
り
ま

し
た
。
中
部
縦
貫
自
動
車
道
、
環

状
高
家
線
の
渋
滞
対
策
、
国
道
１

５
８
号
の
バ
イ
パ
ス
道
路
と
い
ず

れ
も
我
々
の
生
活
に
密
接
な
関
係

が
あ
る
道
路
で
す
。
中
部
縦
貫
自

動
車
道
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
設

計
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

が
、
他
の
道
路
に
つ
い
て
具
体
的

な
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ず
れ
の
道
路
に
つ
い
て
も
今
後

は
、
住
民
皆
様
と
の
充
分
な
検
討

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
新
村
地
区
の
益
々
の
発

展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
４
日
、芝
沢
小
学
校
の
入

学
式
に
出
席
し
、初
め
て
聴
く
校

歌
の
歌
詞
に
、「
乗
鞍
の
山　

お

ご
そ
か
に　

朝
夕
あ
お
ぐ　

す

が
し
さ
よ
」と
あ
り
ま
し
た
。

　

国
は
、こ
の
学
校
の
南
２
０
０

ｍ
位
に
中
部
縦
貫
自
動
車
道
一

般
国
道
１
５
８
号
松
本
波
田
道

路
を
造
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。優

良
農
地
を
潰
し
、景
観
・
環
境
を

損
ね
、私
達
に
は
何
も
価
値
が
無

い
道
路
が
出
来
る
の
で
す
。中
の

湯
Ｉ
Ｃ
：
波
田
Ｉ
Ｃ
間
を
優
先
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
環
状

高
家
線
の
渋
滞
対
策
が
最
優
先

だ
と
思
い
ま
す
。

　

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
て

い
て
も
、諦
め
な
い
で
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。私
も
、よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、諦
め
な
い
で

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

26
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

　

上
新
東　
　

川
端　

次
男

　

上
新
西　
　

腰
原　

基
広

　

根　

石　
　

中
澤　

征
記

　

安　

塚　
　

川
久
保
清
志（
副
会
長
）

　

山　

王　
　

山
口　
　

茂（
副
会
長
）

　

南
新
中　
　

関　
　

偉
明（
監
事
）

　

南
新
東　
　

手
塚　

昭
男

　

東　

新　
　

小
野　

峰
雄

　

北
新
中　
　

川
端　

洋
一

　

北
新
南　
　

新
村　

康
男（
会
計
）

　

北
新
西　
　

腰
原　

保
夫（
監
事
）

　

北
新
東　
　

門
松　

昭
雄

　

下
新
南　
　

岩
間　

基
樹

　

下
新
北　
　

北
原　

明
夫（
会
長
）

新公民館長

関　成任

新町会連合会長

北原　明夫

しげたか

新
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

新
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

前
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

前
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

新村の人口・世帯数
平成26年５月１日現在
人　口　3,360人
世帯数　1,277世帯

新
町
会
連
合

会
長
あ
い
さ
つ

新
町
会
連
合

会
長
あ
い
さ
つ

前
公
民
館
長　

原
田　

裕

前
町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

前
町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

前
町
会
連
合
会
長　

浅
川　

安
治
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３
月
28

日
、公
民
館
、

玄
関
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー

が
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

　

階
段
利

用
で
、ご
苦

労
さ
れ
て
お
ら
れ
た
方
々
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

お
気
軽
に
公
民
館
を
お
訪
ね
下

さ
い
。

　

総
工
費
は
、約
９
７
０
万
円
で

し
た
。

　

去
る
３
月
20
日（
木
）第
２
コ

臥
竜
公
園
に
移
動
。満
開
の
桜
の

下
で
、お
で
ん
な
ど
を
い
た
だ

き
、桜
の
名
所
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　

４
月
18
日
も
の
ぐ
さ
大
学
、第

11
回
美
術
館
め
ぐ
り
が
29
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

長
野
県
信
濃
美
術
館
に
て「
山

下
清
」展
を
観
賞
、繊
細
な
技
法

に
感
嘆
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、

須
坂
市「
世

界
の
民
族
人

形
博
物
館
」

に
て
、６
０

０
０
体
の
雛

人
形
の
雅
さ

に
感
動
。

　

観
賞
後
、

ム
ハ
ウ
ス
設
立
10
周
年
、社
会
福

祉
法
人
ア
ル
プ
ス
福
祉
会
15
周

年
記
念
の
集
い
が
キ
ッ
セ
イ
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

新
村
コ
ー
ラ
ス
、新
村
童
謡
唱

歌
を
歌
う
会
が
賛
助
出
演
し
、大

会
に
花
を
添
え
た
。

　

こ
の
度
、保
険
課
か
ら
の
異
動

に
よ
り
新
村
公
民
館
勤
務
と
な

り
ま
し
た
田
邊
健
史
で
す
。

　

公
民
館
活
動
に
携
わ
る
の
は

初
め
て
な
の
で
、行
き
届
か
な
い

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
な
が
ら
、頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
村
公
民
館
で
は
２
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、新
村
の
方
々
に

助
け
ら
れ
、何
と
か
自
分
の
役
目

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
か
な

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。こ
の
度
、

市
民
課
に
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。新
村
を
離
れ
る
の
は

寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
職
場
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、新

村
出
張
所
勤
務
に
な
り
ま
し
た

籏
町
と
申
し
ま
す
。色
々
と
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、新
村
地
区
の

課
題
の
解
決
や
、各
取
組
み
へ
の

手
助
け
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
村
地
区
の
皆
様
に
は
、３
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

度
、高
齢
福
祉
課
に
異
動
に
な
り

ま
し
た
。皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
委
員
紹
介

【
運
営
委
員
】

　

運
営
委
員
長

　
　
　
　
　

北
原　

明
夫

　

副
運
営
委
員
長

　
　
　
　
　

山
下　

陽
一

　

町
会
連
合
会
副
会
長

　
　
　
　
　

山
口　
　

茂

　

町
会
連
合
会
副
会
長

　
　
　
　
　

川
久
保
清
志

　

町
内
公
民
館
長

　

上
新
東　

腰
原　

隆
盛

　

上
新
西　

丸
山　

朋
海

　

根　

石　

輿　
　

賢
次

　

安　

塚　

川
久
保
孝
正

　

山　

王　

宮
澤
今
朝
男

　

南
新
中　

武
居　

五
郎

　

南
新
東　

輿　
　

勝
登

　

東　

新　

大
澤　

信
雄

　

北
新
中　

新
村　

昭
博

　

北
新
南　

新
村　

和
美

　

北
新
西　

宮
﨑　

達
朗

　

北
新
東　

中
嶋
袈
裟
光

　

下
新
南　

上
原　

定
義

　

下
新
北　

山
下　

陽
一

　

芝
沢
小
学
校
長

　
　
　
　
　

山
田　

幸
江

　

高
綱
中
学
校
長

　
　
　
　
　

石
井　

良
治

　

新
村
保
育
園
長

　
　
　
　
　

日
南
田
恵
子

　

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

　
　
　
　
　

白
田　

優
子

　

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　

廣
瀬　
　

豊

　

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　

津
野　

雅
美

　

保
育
園
保
護
者
会
長

　
　
　
　
　

関　
　
　

綾

　

長
寿
会
連
合
会
長

　
　
　
　
　

藤
木　

守
義

　

体
育
協
会
長

　
　
　
　
　

柳
澤　

鉄
男

　

館
報
編
集
委
員
長

　
　
　
　
　

川
合　

文
明

　

図
書
委
員
長

　
　
　
　
　

土
屋
ま
ゆ
み

　

視
聴
覚
委
員
長

　
　
　
　
　

花
村　
　

信

　

子
ど
も
育
成
会
長

　
　
　
　
　

山
口　
　

茂

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長

　
　
　
　
　

松
田　
　

樞

　

福
祉
ひ
ろ
ば

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

宮
下　

幸
江

　
　
　
　
　

乾　
　

文
子

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

　
　
　
　
　

太
田　

和
子

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
村
会
長

　
　
　
　
　

手
塚　

以
久

【
館
報
編
集
委
員
】

　

南
新
中　

田
下
加
奈
子

　

北
新
中　

花
村　
　

信

　

北
新
中　

浅
川　

節
子

　

南
新
東　

向
山　

瑞
恵

　

上
新
西　

関　
　

久
恵

　

下
新
南　

武
井　
　

剛

　

上
新
東　

澤
渡　

由
貴

　

北
新
東　

原
田　
　

裕

（
全
市
版
編
集
委
員
）

　

山　

王　

山
口　
　

茂

【
体
育
委
員
】

　

上
新
西　

関　
　

徳
雄

　

東　

新　

篠
之
井
洋
彰

　

安　

塚　

山
田　

雄
一

　

南
新
中　

青
木　

秀
行

　

南
新
東　

手
塚　

修
二

　

下
新
南　

武
井　
　

剛

【
図
書
委
員
】

　

北
新
西　

本
田　

典
子

　

山　

王　

郷
津
亜
希
子

　

南
新
東　

波
多
腰
み
つ
子

　

山　

王　

土
屋　

美
鈴

【
視
聴
覚
委
員
】

　

南
新
東　

岡
庭　

仲
治

　

北
新
東　

浅
川　

安
治

　

上
新
西　

関　
　

徳
雄

　

安　

塚　

川
久
保
勝
義

　

北
新
西　

新
田　

諄
明

　

下
新
北　

北
原　

剛
弘

　

北
新
東　

原
田　
　

裕

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
】

　

北
新
西　

新
田　

諄
明

　
　
　
　
　
　
（
理
事
長
）

　

下
新
北　

川
合　

文
明

　

南
新
中　

上
原　

哲
郎

　

山　

王　

上
條　

貴
子

　

北
新
東　

浅
川　

安
治

　

北
新
南　

入
膳　

尊
子

　

根　

石　

久
保
田
和
孝

　

下
新
北　

田
中　

雅
美

　

下
新
北　

山
下　

陽
一

　

北
新
東　

原
田　
　

裕

　

山　

王　

山
口　
　

茂

【
新
村
公
民
館
職
員
】

　

館　

長　

関　
　

成
任

　
館
長
補
佐　

萩
原　

陸
弘

　

主　

事　

田
邊　

健
史

　

嘱　

託　

川
上　

良
野

【
新
村
地
区
担
当
保
健
師
】

　
　
　
　
　

小
林
佳
保
里

新公民館主事

田邊　健史

新出張所主事

籏町 奈美子

たけし

人
事
往
来

ご
利
用
下
さ
い

花 

い
っ
ぱ
い
の
美
術
館
め
ぐ
り

花 

い
っ
ぱ
い
の
美
術
館
め
ぐ
り

も
の
ぐ
さ
大
学

新
村
の
歌
声
響
く

前
公
民
館
主
事　

金
山　

博
文

前
出
張
所
主
事　

北
原　

優
子
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